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本印刷物 は、当財 団 中央研修 所の特別講 師 として招 聰 した、

カー ネギー メロ ン大 学 、バ ンホー ン教授 の"Managingdhe

DevelopmentofInformationSystems"と 題 す る、一般 講演

会(10月30日)の 要 旨 を、録音 テープ か ら編集 の うえ、作 成 し

た もの であ り、文責 は当財 団に ある。

RichardLVanHorn氏 に つ い て(略 歴)

01932年11月2日 ア メ リ カ,イ リノ イ州 シ カ ゴ で生 ま れ る。

01954年 エ ー ル 大 学 卒 業BachelorofScience。

01956年 マ サ チ ュ ー セ ッ ツ工 科 大 学 に てIndustrialManagement

(経 営 工 学)のMasterofScience。

以 后,10年 間 、Rand社 に お い て マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム ・グ

ル ー プ の リー ダ ー を つ とめ る。

01966年 カ ー ネ ギ ー メ ロ ン大 学IndustrialAdministrationの

Ph.D.を う け る。

○現 在 、 カ ー ネ ギ ー メ ロ ン大 学 工 業 大 学 院 教 授 と し て勤 務 の か た

わ ら,「ManagementScience」 誌 のInformationSystem部

門 の 編 集 お よ び各 種 企 業,政 府 の コ ンサ ル テ ィ ング 等,広 範 な

活 躍 を続 け て い る。.

○ 著 書 「AutomaticData-ProcessingSystem」
,「Business

Data-ProcessingandProgramming」
,「ManagementInfor-

mationSystems:ProgessandPerspectivess」
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1950{ト か ら2000年 のllljは,後[1』の歴史家 に1:っ て,お

そら くコンピュータ時代 として記憶 きれ るこ とだろ う。

なぜな らこの期 間に コン ピュータは,他 のいかな る技術

よ りもは るかに,特 にアメ リカ,日 本 および西欧の工 業

諸 国の国民生活 に強 い衝撃 を与 えているか らで ある。

アメリカにおいて コン ピュークは,一 人の人間つ ま り

男女,子 供 に対 して毎秒20の 命令 を実行 で きるが,こ れ

は,驚 くべ き最 の情 報処理能力 であ り,1975年 に おいて

は,さ らに10倍 く らいの処理能力 を備 えることにな る も

の と考 え られ る(表1参 照)。

コン ピュー タの発展 を展 望してみ る と,コ ン ピュータ

その ものは,全 く新 しい ものであ るが,コ ン ピュータか

取組 もうとしてい る問題 は古 い問題 インフ ォメーシ

ョン ・プ ロセス(InformationProcess)一 一 であ る。

インフ ォメーシ ョン ・プ ロセス とい うのは,生 命の ある

ものを,生 命 のない ものか ら区別す る とい った非常に特

徴 的な ものであ って,デ ータを処理 し,そ の結果に よっ

て行動 を とるとい うことを意味す る。 これ は1億 年 もの

古 い問題 であ り,生 物 生命 のある もの に とって

は,非 常 に基本的 なプmセ ス(Process)で あ る。生物o)

歴 史 において,目,耳,脳 が発達 し,そ の間に言語,文

字 および筆記が発達 した。 また,機 械に よる通信,た と

えば,ラ ジオ,テ レビ,電 信,電 話,お よび タイプ ライ

タ,加 算器等が発達 した。 そして この5億 年の歴史 の最

後 の段階 に至 り,コ ン ピュータとわれわれが一緒 に生活

す るよ うになった。 ところで,コ ンピュータは現代 にお

いて も,常 に情報処理能力 を拡大 させ る能力 を持 ってい

るが,人 類発展 の最後の段 階 を画す るとい うものではな

いo

今 日は,経 営 の計画 とMIS開 発上 の諸問題 について

話 をしてみ たい と思 う。 それには,ま ず,な ぜ デーク処

理 とい う言葉 を使 わずに,「MIS」 とい う言葉 を使 うか を

話 さな ければな らない。

デ ータ処 理システ ムは,基 本的 には,非 常 に重要 な部

分であ るが,そ れ 自体 は,企 業組織 の中では何 の価値 も

持 ってない。企 業において,ま ず 「戦略的 な計画」 に関

す る決 定が行なわれ,そ れか ら 「管理面」 の意思決定が

行なわれ,「 オペレーシ ョナルな面」の 決 定 が行 なわれ

る。 この よ うな意思決定 の メカニズ ムあ るいは意思決定

その ものが重要なのであ る。 デー タ処理 によって統制 を

行ない,き らに環境 を動 かす ことが大切 であ り,こ こに

おいて,情 報 は,MISの 過 程にお ける一 つの・fンプ ッ ト

で ある と考 えるべ きであ る。

ここでデ ータ処理 の問題 をはっ きりさせてお こ うと思

う。 た とえば ここに「50」とい うデ ータがあ った とす る。

この「50」は経営者に とって何の価値 も有 しない ものであ
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表1コ ン ピ ュ ー タ の 発 達(比 率)

項 目
歴'年

記 憶 内 容

記 憶 サ イ ク ル

論 理 回 路 速 度

ハ ー ドウェア ・コス ト

プ ログ ラ ミング ・コス ト

開 発 コ ス ト

1956-'60

1

4

4

2

1

1

一

'61 -'65

4

8

5

-10

-1
.5

1。2

'66-'70

2

5

10

-5

1

1.2

'71 -'75(予 測)

10-1000

3

8

-10

-1to3

?

図1コ ン ピュー タ設 置台数(1950年 ～1975年)

50,000

30,000

10,0

5,000

1,000

19501955196019651966196719701975

図2コ ンピュー タ投 資額 の累 計GO億 ドル)

10億

歴
年
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るが,こ れに 「価値」 を持 たせ るためには,こ のデ ータ

のおかれた環境 をは っき りさせて,そ の意味 を明 らかに

しなければな らない。 そ こで これ を 「50台 」の トラ ック

としてやる と,こ のデータは,ト ラックの量に ついて述

べ てい るこ とが 明確 とな り,こ こに一 つの 「情報」が生

まれ るわけであ る。 しか しなが ら50台 の トラック といっ

て も,こ れ はまだ経営 システムに とって,実 際的役割 を

果 す ものではな い。 そこでこ こに おいて トラックを再発

注 す るのは 「60」 であ るとい うプ ロセス(Process)を つ

け加 え ると,も う少 し多 くの トラ ックを手に入 れ よ うと

い う決定が生 まれ,よ り多 くの トラ ックを発注す るとい

う行動が とられ る。 この よ うな行動が とら れ て は じめ

て,情 報 システムの価値 がで て くるのであ る。

今 までの ことを要約す ると,デ ータを処 理 し,情 報を

つ くり上げ,こ れに よ り意思決定 を行ない それか ら行動

をお こす,こ れ らの要素すべ てが たど られては じめて情

報 シス テムの価値 がは っ きりす るのであ る。

ここでMISの 設 計上,重 要な システムズ ・アプ ロ・一チ

(Systemsapproach)に つ いて説明 してお こう。 シス

テムズ ・アプ ローチは,会 社 にお けるすべ ての問題 を一

瞬に して解決 して しま うよ うな アプ ローチであ るか のよ

うに誤解 され ることが多いが,そ れの意味 す る と こ ろ

は,問 題 を確認 す る,あ るいは問題 を構成 す る小 問題 を

確認す ることに よ り企業 の問題 を解決 してい こ うとい う

ことであ る。

そこで,わ れ われ が,MISを 設 計 す るにあた り考慮

しなければな らない諸要件 をあげ ると,下 記 の とお りで

あ る。

ー

ウ
一

3

4

5

MIS設 計 に あた り,

上 記のすべての面 か ら検討を加 え る必要 があ る。 つ ぎに

これ らについて話 を進 めてい こう。

企業の環境 について考 えてみ ると,わ れわれは,コ ン

ピュータの使用 が依然 として急速 に成長 しつつある時代

におかれてい るとい うこ とが,あ らゆる情報か ら分 るの

であ る。 コン ピュータの使用が低下す るとい うきざしは

どこに もな く,今 後 とも継続 的に使用増加 が考 え られ る。

アメリカにおけ るコンピュ・一夕の使用台数 を図1に つい

てみ ると1970年 は6万 台,1975年 ま でには多分8万5,000

台 な いし9万5,000台 に 達すだろ う。 ここには減 少 もし

くは増加率 が下 るとい う傾向は見 られない。 同 じよ うな

傾 向は コン ピュータに対す る 投 資 額 について も言え る

企業の環境

システムの構造

技術(Technology)

意思決定

組織と人間およびその行動

ある問題が発生 した場合には,

(図2,参 照)

ア メ リカにおけ る企業 のコン ヒ。ユーク投資額について

み る と一番多 く使用 してい るのは,コ ンピュータの設備

に2億 ドルを投資 しているGEで あ る。 これはア メリカ

最大の企業 である。 これ と同様に航空宇宙関係の企 業,

た とえば ボーイング,ロ ッキー ド,マ ク ドナル ド・ダグ

ラス等は,そ れ 自体は,ア メ リカでは最大級 の会社 では

ないが,コ ン ピュータを最 もよ く使用 してい る会社 であ

る。 また,さ らに言え ることは,コ ンビ。ユ一 夕を使用 す

るこ とが,必 ず し も高い利 潤を保 証す るものではない と

い うこ とである。 たとえばGEは,売 上高 に対 し8%の

利 潤 を上げてい るが,GEと 同 程度 コン ピュータを多 く

使 用 してい るフ ォー ドは1%以 下の利潤 しか上 げていな

い。 この よ うに コン ピュー タを使 ったか らといって利潤

の保 証にはな らないのであ る。

ここで もう一 つ特 徴的な ことをあげる と,ア メ リカに

おけ るコンピュP－夕 ・アプ リケ・一'ションの80%は 事 務管

理関係 と考 えて よいが,こ れ らはた とえば会計,請 求事

務等の業務の経 費を引下げ るために使 われ て来 てお り,

経 営計 画お よび経営政策 の策定等 にはほ とん ど使用 され

て来 なか った。 ア メリカの企業 では,そ の経費の約65%

を生 産 と販売 に投 じてお り15%し か 会計,請 求事務には

投 じ られてない。従 って,MISの 効 果 を非常に大 な ら

しめよ うとす るな らば,コ ンピュークは,商 品の生産販

売管理面 に利用 され るべ きで,こ れが大 きな費用 の削減

を もた らす と考 え られ る。

そこで もう一つ注意 して もらいたいのは表2に 示 す と

お りコン ピュータ費用については,人 件 費 として支払 わ

れ る経費が非常に大 きな要素 を占めてお り,装 置 自体に

は比較的経費は掛 ってない ことであ る。

表2コ ン ピ ュ ー タ費 用

内 {割 合

装置(本 体,穿 孔機,通 信設備等)唱 35%

人 件 費

更

ン
成
変

ヨ
作

の

シ

ム
ム

ー
ラ
ラ

レ
グ
グ

ペ

口
回

オ
プ
プ

ー 錫
65%

人 間 に費 され る総費用の割 合は年 々着実に上昇 してお

り,今 後2～3年 の内に コンピュータ関係に投ぜ られ る費

用の うち70%が 人件 費にな る と考 えられ る。 これは,オ

ペ レーター,プ ログ ラマー,ア ナ リス トの給与 であ る。

これまでの進歩 は,ハ ー ドウエア関係に集中 されてい

たが,数 年の内に ソフ トウエ アの関係 の急速 な進歩が予

期 され る。 そして,費 用 の相 当大 きな部分が,ソ フ トウ

エ ア ・システムの開発に投 じ られ るべ きであ ると考え ら

れ る。 これ まで,企 業の環境につい て話 をして来 たが,
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特に重 要な ことは,コ ン ピュークの使用が急速に拡大 し

て きてい るため,ソ フ トウエ アの開発 を行 な うとい うこ

と]Vj-一一つの大 きな仕file・cなってい るとい うことである。

つ ぎに システムの構造 面に話を移 そ う。1950年 一1960

年 の間,ア メ リカにお けるMISの 基 本的な傾 向は会 計

システムの開発 にあ り,1960年 一1965年 の 間多 くの企業

は機能別に分れ た個 々ンノシス テム,た とえばプ ロダ クシ

コン ・シス テム(ProductionSystem),マ ー ケ ッテ ィ

ング ・シス テム(MarketingSystem)宅;を つ くること

にノJを注いで来 た。 この よ うな機能別 シス テムをつ くっ

た場合,そ れ ぞれの システムた とえば アカウンテ ィング

・システム(AccountingSystem)を 直 接意1∪決定の過

程に結 びつけ るこ とは困難 である。1965年 以 降 は,ラ ン

ダ ノ、・ア クセス ・フ ァ・fル・システム(RandumAccess

FileSystcm)の 開 発に努ノJの中心が移 り1965年 一1970

年 の 間は非常に大 きな コモ ン ・ユース ・ファイル ・シス

テム(CommonuseFileSystcm)お よびセン トラル

フ ァイル ・システム(CentralFileSysteln)を 開 発す

ることに よ り,相 異 る機能別分野に共用で きる非常に大

きな フ ァ・イルの別 ブ6にノ」が1",IUら れ た。 そして,1970年

以 降 は,企 業にわけ る意思決定の過程に力が注がれ るこ

とになる と思われ る。

こしり場 合,新 しい技術,デ ータ処理 の能ノJを使 って意

思決定のや り方 を変 え るとい うことが問題 になろ うと思

われ る。 その よ うなデPtタ 処理 の能力 は1950{ド 代 あるい

は1960年 代 に開発 された ものが そのi基礎 にな ると思われ

る。

1965年 一1970年 にお いて はデ ータ ・ベ ース ・システム

(DataBaseSystem)カs非 常に強調 され た。(図3参

照)こ のシステムにおいて,一 つの共通な フ ァイルを作

りあげ ることによ って人力 データ とデ ータの貯蔵 の経済

化が達成 され ることにな る。

1965年 一1970年 に か けて は バ ル ク ・ス トー レ ッジ

(BulkStorage),磁 気 テープ,デ ータ ・セル ・ス ト・・レ

ッジ(DataCellStorage)等 の コス トが1/10と な った。

1975年 ま での 予測では,引 き続 き減 少し,1!10～1/8に

下 る と予想 され る(表3参 照)。 これは情 報処 理の コス ト

巳よびバル ク ・ス トーレ ッジのコス トの両方についてい

えることであ る。

ここで,こ の よ うなシ ス テ ムが アメ リカ企業におい

て,一 つの大 きな問題 を投 げかけているとい うことを指

摘 しておかなければな らない。 それは一つの フ ァイルが

多方向に利 用 きれ るため,フ ァイル を常にか えていかね

ばな らない(追 加,変 更,削 除等)と い うこ とであ る。 現

在のプ ログ ラ ミング言語ではフ ァイル変更の と きは必ず

プ ログ ラムの書 き直 しが必要 とな る。 この場合,プ ログ

ラ ミング総 費用 の15%が その書直 しに投 じられてい ると

考 え られ る。 このよ うにフ ァイル を常 に更新 していかな

ければな らない ことは大 きな問題 になっている。

現在,こ の た め には開発 と研 究が必要 であ るがその

一 つの方法はデ ィスク とつなが ったユーザ側のプ ログ ラ

ムをつ くって ア プ リケ ー シ ョンをフ ァイル 構 造(fiie

structure)か ら分離す るとい うことであ る。COBOLで

は,フ ァイルの構造 をおのおののプ ログ ジムの中に埋 め

込 んでや らねばな らなT、・ プ ログ ラムの中 に特定化 し

てや らねばな らない ために フ ァイルか らアプ リケーシ ョ

ンを分離す ることはで きない。 アプ リケ ーシ ョンをフ ァ

イルか ら分離す る一つのや り方は,い わゆ る トランスペ

アレン ト・デー タベ ・・一ス(TransparentDataBase)一

透 明なデ ークベースの考 え方 である。 これ はユーザがデ

ータベ ースを見 ることがで きないか らそ うい う名前がっ

いている。

っま り,会 計,販 売,生 産,在 庫等 に関係 す るユーザ

がフ ァイル ・マネ ジ ャーやIRを 通 じてあ る情報 を求 め

る方式 である。 たとえば顧 客名であ るとか,住 所 とか,

あ る条件 を満足す る顧 客の全ての名前,住 所等 を要求 す

るわけである。 その よ うに して引出 され た記憶 内容は,

従来 と異 り一つ一つが,そ れ 自身 のMAPを 持 って いる。

トランスペアレン ト・デ ータベ ースの二 つの特 徴をあ

げ ると,

・ユーザ はデータベ ースの構造に つい て何 も知 らな く

て よい。

・フ ァイルの修正 の際,全 部 のフ ァイル でな く特定 フ

ァイルだけを修正 すれば よい。

後者はプ ログ ラムの保守 費 を減少す るのに大 いに役立

っ。 この費用の削減は マシンタイムのみでな くプ ログ ラ

ミング費用,デ ータの貯蔵費が減 らされ ることに よる。

今後 はデー タベ ースをか えて意思決定に役立 つ よ うに持

ってゆ くことが重要 と思 われ る。

ここで,つ ぎの話題 に移 ることにす る。 コンピュータ

ユーザが当面す る一 つの問題 は,自 分 のほしい適切な コ

ン ピュータがなかなかえ られない ことである。プ ログ ラ

ム ・システム,オ ペレーシ ョン ・システムが あって も適

切 な コン ピュータを容易にえ られないために,た えずプ

ログ ラムを修正す る努力 をしなければな らない。 た とえ

ば相当効率的 なバ ッチ ・シス テム,タ イム ・シ ェア リン

グ ・システ ム,リ モー ト・バ ッチ ・システ ム,研 究用 の

大 容量主記憶装 置,特 殊 言語等は,常 に要 望 され るもの

であ るが,こ の ようない ろい ろな種 類の中か らおそ らく

最 も効 率的な処 理方法が要求 され ると思われ る。

この よ うに非 常に多種類のサ ービス を提 供す るた めの

一つの方法 は ,単 一 の非常に大 きなデ ータセンターを建
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表3コ ン ピュー タの特 性 お よび コス ト

1
●

＼
特 性

歴 年

加算時間(除CPUア ク セスタイム)(μs)

サ ・イクル ・タイム(μS)

記 憶 容量(ビ ッ ト)

コス ト/ビ ッ ト(磁 心記憶)($)

コス ト/ビ ッ ト(磁 気記憶)(の

コス ト/100万 個 の命令($)

1950

240

282

1000

2.60

.7

10

1955

15

12

L5E6

1.80

1

.5

1960

4

4

1.5E6

.85

.1

.50

1965

.8

,5

6E6

.20

.001

.10

1970

.008

.1

1975

12E6

.10

.0001

.01

.001

.03

1E8

.005

.00001

.001

図3デ ー タ ・ベ ー ス ・シ ス テ ム

販 売部 門

,

●

顧客別勘定 ファイル

顧客番号(10)

住所 ・氏名(200)

請求 データ(50)

顧客 ファイル

顧客 コー ド(10)

住所 ・氏名(200)

請求 データ(50)

支 圧 データ(75)

利 点

ファイルのスペースを小 さ くできる

マスターファイルの更新 が1回 で済む

共通のデータベースが確保で きる

顧 客 別 受 注 フ ァ イ ル

顧 客 香 り・(10)

イーli)ili-・Lk名(!80)

堂 注 デ ー タ(75)

問題点

処理時間が長 くなる

ファイル管理 が難 しくなる

イ川'

525

合糺

百

へ
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没 す ることであ る。 カーネギー メロン大学 におけ る現 在

の システ ムについて説 明す ると図4の よ うに な ってい

る。 この よ うに非 常に大 きな汎用 サー ビスのセ ッ トー

便利 ではあ るが ・一一について問題 なのは非常 にコス ト高

なわ りに,融 通性 に一部欠 けてい ることであ る。1980年

までの 目標 は,す べ ての コン ピュー タを手ばなしてしま

い好 きなだのけ量 の計算 を手 に入れ るとい う こ と で あ

る。 これは,公 共 的電話設備 に よる通信 費用 が今 の1/10

に な るであろ うとい う見通 しに よる。

その場 合システ ムは どうな るか とい うと研究用 のコン

ピュータは持 ってい るだろ うが,計 算 はほ とん ど自分 の

組織以外の所に出す こ とにな るだろ う。 これにはBell

TelephoneSystemが 大 きな役割 を果 すこ とに なるだ

ろ う。 その場 合,自 分 の問題 のい くつか の特徴 をコン ピ

ュータに教 え る,あ るいは 自分 の欲 する コン ピュータ性

能 を教えてや るわけで,そ れに よ りセン トラル ・コン ピ

ュータは,そ の中の適 当な コン ピュータ(最 も安 く効率

的な もの)を 探 し出してそれに計算 を させ るとい うこ と

にな る。 この よ うに計算 は ち ようど現在 の電力 の ように

な り,自 分の組織 以外 の所 に発 注して,外 か ら得 られ る

とい うことにな ると思 う。

アメ リカにおいてはすでに約200社 の コン ピュータ事

業団体が あ りこの中にはTSSサ ー ビス(FORTRAN

ま たはBasicに よ る言語を使 用)を 行 な ってい るもの

もある。

い くつかの会社 は,バ ッチに よるサー ビス提供,た と

えば給与計算,請 求事務等 のサー ビスを提供 してい る。

また新 しいシステムの 開発 を引受 ける ところ もあ る。 こ

の よ うに コン ピュータ事業 は非常に急速に発展 しつっ あ

る。

この よ うに コン ピュータ利 用に関 しては,つ ぎの二つ

の面 が最 も重要 なのである。

・ユーザ をフ ァイルか ら分離す る
。

・計算 をサービス として提供す るコン ピュータ事 業団

体が ある。

つ ぎに,ア メ リカの企業にお けるコンピュータを利用

する上での組織的変化についてふれ たい。 アメ リカ企 業

にお いては コンピュータは,ま ず会計処 理について導入

され,手 作業の機械化がは じま った。 この よ うに最初 は

低い レベルの ところか らは じま ったが,そ の後 の コン ピ

ュータの使 い方の変化 が組織 の変化 を もらした。第2世

代 においては,販 売,生 産等 の機能別組織 が一般的 であ

ったが,そ の後組織 の上方移動が生 じた。 これ はいろい

ろな組織が コン ピュータを共用す る ところか ら生 じた も

ので,た とえばコン ピュータ担当の マネジ ャーは,各 機

能に通ず るそれぞれの分野 を一括 して取扱 かわなけれ ば

な らな くな った。 ここにおいてた とえばORの よ うな分

野を含 めて意 思決 定の過 程を分析 する能 力が必要 とな っ

て来 た。

この よ うな役割 は 従 来 の コン トn－ ラt・・(Contr-

oller)組 織 の中には含 まれていなか ったが,そ の後 コン

トロー ラーには経営者 としての役割 がしだいに含 まれ て

来て,そ こで コン ピュー タを経営 目的のために使 うグル

ープが生 れ るよ うにな った(図4参 照) 。

企 業組織 におけ る一 つの注 目すべ き側面 は,情 報 シス

テ ムのデ ィレクターについてである。 なぜな ら彼 は,財

務担 当の副社長 または社長 に直属 し,そ の地位は ます ま

す重 要にな り,一 つのデータベ ース ・システムが個 々の

システ ムの各機能 を満足 させ る ものでな ければな らない

とい う事体 にな りつつあるか らである。情報 シス テムの

デ ィレ クタ・一'は,今 や企業組織(図4参 照)に お ける一 人

の重要な担 当者 にな りつつ ある。

もう一 つの特徴的なこ とはマネージメン ト・サ イエ ン

ス部(ManagementSciencDept.),ま た はマネージ

メン ト・サ イエンス ・センタ・t-(ManagementScience

Center)が 情 報システムの中の一 つの部分 として設け ら

れ る傾 向がある とい うこ とで ある。

デー タベース ・システムの フ ァイル または インプ ッ ト

を個 々のマネジ ャーか ら切離 して,情 報 シス テムを管理

す るデ ィレ クターにゆだね る とい うこ とは組織上の大 き

な問題 を引 き起 こした。 これは決定権限 を基礎 とした従

来 のシステ ムか らマネージメン ト・サイエンス担 当のデ

ィレクターが重要 なスタ ッフ となったため,彼 が意思決

定の過程 を直接 に監督 するこ とにな ったか らであ る。

その結果 このよ うな組織 上の発展 を分権化 す るとい う

こ とが一つの問題にな って きてい る。分権化 す ると,従

来の コンピュータ ・セ ンターは技術 的指導 を与 え るのみ

で それ以上の ことはしな くな るであろ う。1960年 一1980

年 の 間には,本 質 的に この ような決定権限 を基礎 とした

メカニズ ムが進展 す るであろ うが,し か しこれは スムー

ズにはゆかない と思 われ る。 このこ とは コン ピュータを

利用 してゆ く一 つの組織上 の重要 な問題 とな る。 そこに

おいて反抗(非 協力)が あ らわれて組織 の上 に人間の行

動(Behavior)の 問題 が非常 にす るどく浮 び上 って来 る

わけであ る。 この よ うな問題 をいかに処理す るか は,今

後の開発努力の大 きな部分 を占め るもの と思 われ る(図

5～ 図8)。

も う一つの側面は,社 長 あ るいは重役会が コンピュー

タについて直接 の関心 を持 ちは じめ てい るとい うことで

ある。 とい うのは コンピュータが経営 の結果 に対 して非

常に大 きな影 響力 を持 ってい ることと,コ ン ピュータは

一7一
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図8CANDIDATEOPERATINGORGANIZATION
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非 常に金が掛 る(コ ン ピュータに金 を投ず る とい うこと

が企業 の一 つの重要な決定事項にな ってい るか ら)と い

う二つの理 由か らである。

これ と同時 に社長,あ るいは重役会 は,企 業 の戦略的

計 画,た とえば新 しい市場,プ ラン トの開拓,あ るいは

開発の問題 に関してコン ピュータを使 うことに興味 を持

ちは じめてい るとい うことであ る。

ここで,経 営者 のコン ピュー タに対 す る考 え方 の傾 向

を指摘す ると,そ の一 つは,経 営者 は,コ ン ピュータあ

るいはMISを 他 の企 業活動あ るいは設備 と同じよ うに

考 えよ うとしてお り,そ れ らを特別 な もの と考 えないよ

うな傾向にあ ることであ る。MISか ら どのよ うな利益

を期待 で きるか,何 を 目的 として導入 され るべ きか,と

い うことが興味の対象 とな って きてい る。

第二 は,コ ンピ ュ・・タは,2年 ないし5年 にわたる投

資であ り,巨 額の資金 を要す る。 また情 報システ ムは,

経 営組織 に対 して非常に大 きな影響 を与えてい る。 この

よ うな観点か らコンピュータが巨額の資金を固定す ると

い うことに対 して関心が向 け られてい るわ けであ る。

第三番 目は,コ ン ピュータの導入が他社 との競争 条件

に どの よ うな影響 を及ぼすか とい うことを理解 してい る

とい うことである。 た とえば航空会社は,コ ンピュー タ

に よる予約 システムを持つ持 たな とい うことによ って競

争条件が致命的に違 うわけであ る。

この よ うに,MISの 評 価を再検 討した結果は,企 業

の戦略 をど うした らよいか,あ るいは経営者 はいかに あ

るべ きか とい う反 省を生 んで きてい る。 この よ うに コン

ピュータが,経 営の計 画お よび管理 の両面に おいて注 目

を受 けるよ うにな ったのは比較 的新 しい傾向 であ る。

このよ うにみて くると,わ れ われ の当面 している問題

は,企 業の環境,技 術,組 織構造等 にお ける絶 えまざる

変化にいかに対処 してい くか とい うことである。

現 在,推 測 きれ てい るところによる と,現 時点 でわれ

われわの持 ってい るMISに 関 する知識 の50%は5年 以

内に陳腐化 してしま うとい うことが分 ってお り,こ のよ

うに急速 な変化 を生 じて来 てい る。 そ こで必要 な ことは

何 か,と い うと問題 の構造 を よ く掴 み,視 野 を広 めまた

新 しい情報 を自分 自身で取 り入れ る計画 をたて るとい う

こ とで ある。

もし,そ の よ うな労 力 を持続 しないな らばたちまち世

界 はすべ て異 ったよ うに見 えるよ うにな るであろ う。

情報化社会 は急速に進展 しているので,今 後 も本 をよ

く読 み,ま た自分 自身 で絶 えず新 しい情 報を求 め ること

が,こ の分野 の人 に とって必要な ことであ る。
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刊行物お よび スライ ドの ご案内

刊 行 物

情報処理ニュース(毎 月2回 発行)

当財団が入手する資料から,主 として海外の情報処理関係の動向を中心とした トピックスを紹介しております。

各種報告書

当財団が実施する調査研究の成果を報告する もので,こ れまでにつぎの報告書を発行しています。

分類 番号 書 名
金 額(円)

備 考
般 替 助会 員

42-ROO1

42-ROO2

42-ROO3

43-・E101

43・・ROOI

43-ROO2

43-ROO3

43-ROO4

43-ROO5

43-ROO6

43-RIO2

43-ROO7

43-R101

43-SOO1

43-SOO2

43-SOO3

43-SOO4

44・・SOO5

43-SOO6
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情報処理需要の現状と展望 900 600

国際情報の現状と展望 600 400
1

情報処理技術の現状と展望 900 600 在庫 ナシ

ナ シ ョナル ・イ ン フ ォー メー シ ョン ・シ ス テ ム中 間 報 告 書 800 600

米国における情報処理技術者教育の現状 1,000 800

米国における情報処理の実態 900 600 在 庫ナシ

情報処理技術の将来 1,000 800

情報産業における秘密保護 1,000 800

情報処理産業の発展予測 1,000 800

ソフ トウ ェア の流 通状 況 とプ ログ ラ ウ ライブ ラ リー 600 400

経営情報調査報告書 2,500 2,000

米国におけるソフトウェア産業の動向 900 700

国際経済情報に対する企業の認識と需要 10.00 800

米国および欧州における情報処理産業の動向 600 400

大容量の記憶装置による情報の貯蔵と検索方式の研究 2,200 1,800 在庫 ナシ

標準プログラムパッケージの開発 1,800 1,500

新 しい検索技衛と検索システムに関する基礎理論の体系化 1,500 1,200 在庫ナシ

経営情報システムの理論とサブシステム 2,400 2,000 在庫ナシ

遠融情報処理に関する調査研究とシステム開発 1,500 ユ,200

会話モードのコマンドの開発 1,200 1,000

米国における情報処理技術者教育の現状 1,000 800

米国におけるソフトウェア産業の動向 900 700
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ス ライ ド

当財団 では,プ ログ ラミング教育のための視 聴覚教材 を作成 してお ります。 「や さしいFORTRAN(カ ラー

ス ライ ド222コ マ,ス ライ ドは40,000円,テ キス トのみ は550円)」 「電 子計算機人 門講座(SIP65・400コ マ)」 は,

す でに当財団短期講習会 その他各方面に使 用 されてお ります。

※ 刊行物等 ご希望 の場合 は庶務課 まで ご連絡 下 さい。

・謬識 ㌫ ㌔ ∵ 二、 ⊆
で固態
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籔 日本情 報処理 開発セ ンター
東京都 港区芝公園21号 地1番5機 械振興会館(〒105)

電 話 東京(03)434-8211(大 代表)

434-8740(会 長直通)

434-8750(総 務部直通)

434-8760(庶 務課直通)

434-8770(技 術部 直通)

433-6652(電 子計算機運営本部直通)


